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2017.7月9日（日）
那覇市ぶんかテンブス館 4階ホール
開場18：00/開演18：30  前売 2,500円/当日500円増
※当日券は若干数の販売予定です。
お問合せ：那覇市ぶんかテンブス館4階事務所 098-868-7810 月曜～日曜9:00～18:00（祝祭日含む） ※第2・4月曜は休館  主催：那覇市ぶんかテンブス館
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2017.7月9日（日）
那覇市ぶんかテンブス館 4階ホール
開場18：00/開演18：30  前売 2,500円/当日500円増
※当日券は若干数の販売予定です。

お問合せ：那覇市ぶんかテンブス館4階事務所 098-868-7810
月曜～日曜9:00～18:00（祝祭日含む） ※第2・4月曜は休館
主催：那覇市ぶんかテンブス館

～其の十二～

ハピナハ

□モノレール/牧志駅下車徒歩4分
□バス/那覇市内線「てんぶす前」停留所、那覇市外線「牧志」停留所徒歩3分
□地下駐車場81台収納可能(有料)
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テンブス館主催事業「朗読・夢舞台」に10年間、連続出演できた事は大変幸せでした。
そろそろ後輩に道を譲る頃かと思い、昨年の其の十一回目からは企画・演出を担当させて戴いております。
出演の2人は共に元アナウンサーの経歴を持つ伊差川・宮城。
語りの世界ではどのような個性を発揮するのでしょうか。ご期待ください。
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元琉球放送アナウンサー。1995年、舞台朗読沖縄可否の会
入会。三上左京氏に師事。主な作品に「階下の妻」「哲学の
ライオン」「如菩薩団」「きつね妻」「転生」などがある。現在
は、「なほこの楽しい朗読教室」主宰、琉球新報カルチャー
センター「朗読を楽しむ」講師など、朗読を沖縄の文化と
して根付かせようと精力的に活動している。
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琉球朝日放送アナウンサーを経て2010年よリフリーランス
に。現在FM沖縄「プレミアムテラス」のパーソナリティー他、ド
キュメンタリー番組のナレーションなど、声の可能性を信じて
全国的に活動中。2001年沖縄可否の会に入会。三上左京氏に師
事し舞台朗読を学ぶ。レパートリーは「紙吹雪」「残り火」「羅生
門」「蜘蛛の糸」など。これまでに、パレット市民劇場、アクロス
福岡、那覇ぶんかテンブス館等で舞台朗読公演を行なう。
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企画・演出  熊澤 南水


